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「
岡
倉
天
心
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
」

展
稲
菅
(
繁
昔
一
大

名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
、
こ
の
ほ
ど
「
岡
倉
天
心
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
「
東
洋
美
術
史
」
と
い
う
枠
組
み
の
世
界
的
認
知
に
尽

く
し
た
天
心
の
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
お
け
る
事
業
の
実
態
。
そ
れ
を
は
じ
め

て
体
系
的
に
明
る
み
に
出
し
た
展
覧
会
と
し
て
、
画
期
的
な
意
義
を
持
つ
。
元

来
、
本
展
は
、
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
開
設
記
念
展
候
補
の
ひ
と
つ
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ス
ト
ン
側
の
調
査
の
必
要
、
名
古
屋
側
の
集
客
力
へ
の

配
慮
や
地
元
共
催
者
の
意
向
な
ど
か
ら
、
「
モ
ネ
展
」
が
優
先
さ
れ
た
。
後
塵

を
持
し
た
第
二
回
企
画
展
は
、
四
年
の
準
備
期
間
の
末
、
い
わ
ば
満
を
待
し
て

実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
。
ボ
ス
ト
ン
〈
本
館
〉
側
と
し
て
も
、
本
展
は
名
古
屋
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
と
い
う
受
け
皿
な
く
し
て
は
実
現
し
え
な
い
企
画
だ
っ
た
。

「
交
流
の
は
じ
ま
り
が
、
こ
こ
に
あ
る
」
と
の
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
、
天
心
の
文
化
事
業
を
指
す
と
と
も
に
、
名
古
屋
と
ボ
ス
ト
ン
と
の
「
交

流
の
は
じ
ま
り
」
を
も
記
念
す
る
。

名
古
屋
市
金
山
の
展
覧
会
会
場
で
の
構
成
も
、
図
録
解
説
も
と
も
に
「
天
心

と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
」
「
天
心
と
日
本
美
術
院
」
「
天
心
の
収
集
し
た
日
本
美
術
」

「
天
心
の
収
集
し
た
中
国
美
術
」
お
よ
び
「
中
国
・
日
本
美
術
部
長
と
し
て
の

天
心
」
と
い
う
五
部
構
成
。
学
術
的
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
公
衆
へ
の
案
内

の
性
格
が
強
い
平
易
で
簡
潔
な
文
章
だ
が
、
い
ず
れ
も
天
心
直
筆
書
簡
や
当
時

- 140 -
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の
写
真
な
ど
、
一
次
資
料
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
立
脚
し
て
お
り
、
利

用
価
値
は
高
い
。
と
か
く
多
く
の
美
術
展
覧
会
図
録
は
、
展
示
作
品
の
図
版
掲

載
と
そ
の
解
説
で
終
わ
り
が
ち
な
限
界
が
あ
る
。
だ
が
蒐
集
形
成
の
歴
史
的
現

場
を
復
元
し
て
、
従
来
の
「
名
品
展
」
の
枠
組
み
を
越
え
る
に
は
、
美
術
館
の

領
分
で
あ
る
「
作
品
」
と
博
物
館
の
扱
う
「
資
料
」
と
を
相
互
に
組
み
合
わ
せ

る
工
夫
が
必
要
だ
。
あ
る
い
は
当
然
に
も
み
え
る
こ
う
し
た
工
夫
は
、
実
際
に

は
日
本
の
行
政
で
の
「
美
術
館
」
と
「
博
物
館
」
と
の
縦
割
り
区
分
ゆ
え
に
、

容
易
に
実
現
で
き
な
い
恨
み
が
あ
る
。
今
回
も
出
品
点
数
の
制
限
か
ら
か
、
天

心
に
よ
る
蒐
集
品
で
展
示
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
も
な
お
多
い
。
と
は
い
え
、
美

術
館
が
自
ら
の
歴
史
を
回
顧
し
批
判
的
に
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
は
、

従
来
の
障
害
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
あ
り
、
将
来
に

む
け
て
の
ひ
と
つ
の
模
範
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
各
章
の
解
説
か
ら
、
論
文
、
図
版
解
説
に
至
る
ま
で
、
全
体
を
日
本
語

と
米
語
の
並
列
表
記
に
し
た
点
に
も
一
言
し
た
い
。
こ
れ
は
、
実
際
に
取
り
組

め
ば
想
像
を
絶
す
る
多
大
な
知
的
労
力
を
要
す
る
作
業
で
あ
り
、
本
展
の
場
合

に
も
、
図
録
初
版
に
は
な
お
誤
植
も
残
る
。
だ
が
、
当
事
者
双
方
の
言
語
で
の

出
版
は
当
然
の
見
識
で
あ
り
、
日
米
両
館
の
共
働
企
画
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
必

須
の
嬰
請
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
お
よ
そ
日
本
で
の
展
覧
会
お
よ
び
そ
の
図
録
出

版
は
、
書
評
新
聞
や
学
術
誌
も
含
め
、
き
ち
ん
と
し
た
批
評
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
ま
り
に
少
な
い
(
そ
こ
に
本
欄
発
足
の
意
義
も
あ
っ
た
は
ず
だ
)
。
加

え
て
諸
外
国
の
美
術
研
究
雑
誌
に
、
し
か
る
べ
き
批
評
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も

ほ
ほ
皆
無
で
あ
る
。
国
内
研
究
者
の
対
外
発
信
意
欲
の
不
足
や
、
学
会
と
し
て

の
足
腰
の
弱
さ
、
国
際
交
流
の
貧
困
、
さ
ら
に
は
所
詮
ア
ジ
ア
か
ら
の
情
報
な

ど
、
自
分
た
ち
の
市
場
で
組
織
的
に
扱
お
う
と
の
意
思
も
な
く
、
情
報
収
集
網

の
用
意
も
な
い
欧
米
の
専
門
学
術
誌
の
性
格
。
加
え
て
、
二
か
国
語
表
記
に
は

し
た
も
の
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
誤
植
だ
ら
け
で
、
内
容
の
水
準
も
と
う
て
い

学
術
誌
扱
い
に
は
な
り
が
た
い
日
本
流
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
。
そ
れ
が
、
日
本
の
職

場
特
有
の
苛
酷
な
自
転
車
操
業
の
な
か
、
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
で
そ
の
ま
ま
誤

訳
ま
じ
り
で
英
訳
さ
れ
て
、
か
え
っ
て
恥
さ
ら
し
と
な
り
、
海
外
へ
の
情
報
発

信
と
し
て
評
価
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
学
術
的
信
頼
性
の
さ
ら
な
る
失
墜

に
貢
献
し
た
り
も
す
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
な
お
欧
米
で
の
出
版
に
比
べ
れ
ば

紙
幅
の
う
え
で
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
、
寄
せ
ら
れ
た
四
編
の

論
文
は
検
討
に
値
す
る
。

中
心
と
な
る
論
文
は
、
本
展
企
画
の
ボ
ス
ト
ン
側
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
東

洋
部
副
部
長
、
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ

l
ス
に
よ
る
「
正
当
性
の
主
張
ー
ー
ー

岡
倉
覚
三
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
。
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
東
洋
部
に
職
を
得
、
中
国
・
日
本
部
長
へ
と
昇
進
す
る
時
期
は
、
ち
ょ
う

ど
美
術
館
が
ボ
ス
ト
ン
市
内
の
コ
プ
リ
l
広
場
の
館
か
ら
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン

通
り
の
新
館
へ
と
移
転
す
る
途
上
だ
っ
た
。
モ
l
ス
論
文
は
、
や
が
て
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
副
館
長
と
な
る
マ
シ
ュ

l
・
s
・
プ
リ
チ
ャ
l
ド
が
一
九

O
四
年
段

階
で
、
従
来
の
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
美
術
館
方
式
の
素
材
別
商
品
見
本
総

展
示
を
改
め
、
か
わ
っ
て
名
品
厳
選
、
時
代
・
文
化
別
展
示
の
方
針
を
提
案
し
、

日
本
部
門
に
関
し
て
は
「
日
本
趣
味
匂
山
匂
m
5
2
0
E
ω
芯
を
模
し
て
造
ら
れ
た

展
示
室
」
で
の
展
示
を

「
不
適
切
」
と
す
る
判
断
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
提
案
が
、
天
心
の
主
張
で
あ
る
、
東
洋
の
文
物
は

「
東
洋
の
観
点
」
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
立
場
と
対
立
し
た
こ
と
を
示
唆

し
、
結
局
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
l
ド
ナ
l
・カ
l
テ
ィ
ス
が
、
歴
史
的
展
示
は
尊

重
し
な
が
ら
、
展
示
環
境
に
関
し
て
は
プ
リ
チ
ャ
l
ド
案
を
退
け
、
天
心
の
意

向
に
沿
う
新
展
示
を
実
現
し
た
、
と
の
解
釈
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
発

掘
か
ら
は
、
な
お
背
後
の
事
実
関
係
が
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
ま
れ
美

A
斗
A
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術
作
品
展
示
に
関
し
て
、
(
元
来
の
文
脈
を
あ
る
程
度
復
元
し
た
な
か
で
作
品

を
展
示
す
る
)
現
場
復
元
か
、
(
あ
く
ま
で
美
術
館
と
し
て
の
)
文
脈
切
断
の

展
示
環
境
か
の
選
択
は
、
百
年
後
の
今
日
に
あ
っ
て
も
美
術
館
・
博
物
館
に
お

け
る
異
文
化
展
示
の
根
本
を
左
右
す
る
問
題
と
し
て
、
な
お
解
決
を
見
な
い
。

エ
ミ
コ
・

K
・
ウ
ス
イ
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
ア
ジ

ア
の
理
想
、
そ
し
て
美
術
家
|
|
岡
倉
覚
三
が
ボ
ス
ト
ン
で
紹
介
し
た
日
本

美
術
院
」
は
、
米
国
で
の
読
者
へ
の
天
心
紹
介
と
同
時
に
、
表
題
の
個
別
問
題

を
も
扱
う
点
、
や
や
釣
り
合
い
に
欠
け
る
が
、
天
心
が
日
本
美
術
院
の
宣
伝
の

な
か
で
と
り
わ
け
尾
形
光
琳
と
久
隅
守
景
を
取
り
上
げ
た
理
由
を
考
察
し
、
狩

野
派
の
門
閥
体
制
の
な
か
で
独
立
心
を
保
っ
た
久
隅
、
と
い
う
天
心
の
解
釈
に
、

日
本
の
公
式
美
術
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
、
日
本
美
術
院
の
在
野
性
が
投
影
さ
れ

て
い
る
と
の
興
味
あ
る
仮
説
を
示
す
。
光
琳
評
価
に
関
し
て
は
、
最
近
の
大
英

博
物
館
テ
ィ
モ
シ
l
・
ク
ラ
l
ク
の
研
究
を
参
照
し
て
、
当
時
ル
イ
・
ゴ
ン
ス

か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
そ
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
至
る
日
本
美
術

研
究
者
が
、
光
琳
に
印
象
派
美
学
と
呼
ぶ
べ
き
傾
向
を
見
い
だ
し
て
お
り
、
天

心
も
そ
れ
ら
先
行
意
見
を
踏
襲
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
に
二
世
紀
先
ん
ず

る
先
見
性
を
琳
派
に
見
い
だ
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
海
外
で
も
通
用
す

る
日
本
美
術
の
粋
と
し
て
は
、
金
泥
・
金
箔
地
と
墨
跡
ゆ
た
か
な
た
っ
ぷ
り
と

し
た
描
線
が
「
売
り
」
で
あ
り
、
こ
の
後
日
本
で
も
琳
派
復
権
が
な
さ
れ
て
行

く
。
「
践
雌
体
」
の
提
唱
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
評
者
と
し
て
は
そ
こ
に
西
欧
の

眼
差
し
に
接
し
て
の
新
た
な
「
和
様
」
発
明
の
契
機
を
認
め
た
い
(
な
お
二
十

世
紀
初
頭
当
時
の
文
脈
で
は
R

ロ
mEoロ
m
E
E
R
u
は
「
国
家
主
義
的
」
で
は
な

く
「
国
民
主
義
的
」
程
度
に
訳
す
の
が
、
こ
の
国
で
の
歴
史
学
の
慣
例
と
し
て

は
穏
当
だ
ろ
う
)
。
(1)

岡
倉
の
中
国
美
術
蒐
集
に
関
し
て
は
、
東
洋
部
部
長
・
呉
同
の
短
文
「
『
輿

古
為
徒
』
|
|
古
美
術
と
と
も
に
一
岡
倉
覚
三
と
中
国
」
が
そ
の
概
要
を
伝
え
、

山
口
静
一
「
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
紀
要
」
の
な
か
の
岡
倉
覚
三
」
が
、
関
連
資

料
の
う
ち
、
な
お
『
岡
倉
天
心
全
集
』
か
ら
も
漏
れ
た
天
心
の
文
章
を
断
片
的

に
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
部
分
は
、
一
昨
年
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
至
宝

|
|
中
国
宋
元
画
名
品
展
」
(
一
九
九
六
年
)
で
か
な
り
の
規
模
の
出
展
が
な

さ
れ
た
た
め
か
、
重
要
な
名
品
と
し
て
は
、
徽
宗
筆
と
さ
れ
、
辛
亥
革
命
直
後

の
中
国
で
天
心
が
入
手
し
た
『
幕
張
萱
掲
練
図
巻
」
が
短
期
間
公
開
さ
れ
た
に

と
ど
ま
り
、
天
心
垂
誕
の
作
で
、
没
後
寄
贈
さ
れ
た
白
馬
寺
の
「
菩
薩
座
像
」

な
ど
は
、
参
考
図
版
が
掲
載
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
記
事
に
見
え
る
「
天
平
期

観
音
菩
薩
」
も
、
今
回
は
展
示
さ
れ
て
い
な
い
。
将
来
こ
う
し
た
作
品
も
、
機

会
を
得
て
展
示
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
(
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
は
そ

の
後
、
『
平
治
物
語
絵
巻
』
の
十
七
年
振
り
の
帰
国
が
実
現
)
。
と
り
わ
け
一
九

O
四
年
時
点
で
の
天
心
に
よ
る
中
国
・
日
本
絵
画
の
鑑
定
が
、
モ

l
ス
論
文
英

文
摘
要
に
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、
対
応
す
る
作
品
の
図
版
掲
載
お
よ
び
一
括
展

示
な
ど
も
、
学
術
的
に
は
興
味
深
い
。

一
九
九
九
年
秋
の
美
術
史
学
会
は
、
本
展
覧
会
に
併
せ
て
名
古
屋
で
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
本
展
に
あ
わ
せ
て
連
続
講
演
会
も
組
織
さ
れ
、
既
に
言
及
し
た
研

究
者
は
じ
め
佐
藤
道
信
氏
ほ
か
が
講
師
を
務
め
た
が
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
一
般
の
聴
衆
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

T
き
れ
ば
本
展
を
核
と
し
て

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
組
織
さ
れ
、
論
文
集
が
発
刊
さ
れ
た
な
ら
ば
そ
の
意
義

も
大
き
か
っ
た
ろ
う
。
太
平
洋
の
向
こ
う
で
は
、
一
九
九
九
年
一
月
に
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ジ
エ
ル
ス
校
で
、
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
l
ト
ヘ
ル
フ
ァ

l
教

授
に
よ
り
「
岡
倉
天
心
ワ
l
ク
シ
ヨ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
続
く
三
月
に
は
、
ボ

ス
ト
ン
の
全
米
ア
ジ
ア
研
究
協
会
年
次
総
会
で
も
モ

l
ス
氏
ほ
か
の
参
ノ
加
を
得

た
「
岡
倉
天
心
パ
ネ
ル
」
が
設
け
ら
れ
、
高
い
関
心
を
集
め
た
。
こ
こ
で
の
議

ヮ“A生
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論
も
踏
ま
え
て
、
最
後
に
岡
倉
天
心
の
意
義
を
再
考
し
て
み
た
い
。

二
十
世
紀
初
頭
に
天
心
は
、
東
京
美
術
学
校
、
帝
室
博
物
館
(
ウ
ス
イ
論
文

邦
訳
で
「
帝
国
博
物
館
」
と
あ
る
の
を
訂
正
)
そ
し
て
美
術
雑
誌
『
園
華
』
と

い
う
、
み
ず
か
ら
が
創
設
に
尽
力
し
た
三
大
事
業
か
ら
意
思
に
反
し
て
撤
退
を

強
い
ら
れ
、
ま
た
私
設
の
日
本
美
術
院
運
営
も
、
腹
心
の
塩
田
力
蔵
か
ら
「
嶋

呼
、
日
本
醜
聞
院
」
と
嘆
か
れ
ざ
る
を
得
ぬ
状
況
を
迎
え
て
い
た
。
緊
急
避
難

に
も
等
し
い
イ
ン
ド
へ
の
逃
避
行
に
続
い
て
、
世
界
宗
教
会
議
開
催
に
も
失
敗

し
て
渡
米
、
ピ
ゲ
ロ

l
の
推
薦
も
あ
っ
て
ボ
ス
ト
ン
に
職
を
得
た
天
心
は
、
東

洋
美
術
を
い
わ
ば
他
者
た
る
欧
米
の
公
衆
に
対
し
て
示
す
こ
と
に
、
晩
年
の
十

年
を
費
や
し
た
。

「
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
」
と
は
違
っ
て
、
当
時
い
ま
だ
碓
固
た
る
認
知
を
受
け

て
い
な
か
っ
た
「
東
洋
」
そ
し
て
「
東
洋
美
術
」
な
る
領
域
を
、
目
に
見
え
る

か
た
ち
で
示
し
た
も
っ
と
も
雄
弁
な
見
者
。
あ
る
い
は
そ
う
し
た
観
念
を
、
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
と
い
う
視
野
に
立
っ
て
実
体
化
し
た
張
本
人
。
「
東
ア
ジ

ア
」
に
も
っ
と
も
突
出
し
た
自
己
表
現
を
授
け
、
西
側
世
界
に
向
け
て
発
信
し

た
先
覚
的
イ
デ
オ
ロ

l
グ
の
ひ
と
り
。
そ
れ
が
イ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
l
ナ
ン

ダ
(
一
八
六
三
l
一
九

O
二
年
)
、
中
国
の
孫
文
(
一
八
六
六
l
一
九
二
五
年
)

と
並
ん
で
、
天
心
・
岡
倉
覚
三
(
一
八
六
二

l
一
九
一
三
年
)
で
は
な
か
っ
た

か
。
『
東
洋
の
理
想
』
(
一
九

O
三
年
)
冒
頭
の
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
の
号
令
。

こ
れ
は
、
ベ
ン
ガ
ル
分
割
令
(
一
九

O
五
年
)
施
行
で
内
部
分
裂
の
危
機
に
直

面
す
る
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
国
民
統
合
を
訴
え
る
政
治
主
張
と
じ
か
に
結
び
つ

い
て
い
た
。
ま
た
同
書
末
尾
の
「
内
而
か
ら
の
勝
利
か
、
し
か
ら
ず
ん
ば
外
部

か
ら
の
力
ず
く
の
死
か
」
も
、
日
本
の
自
己
主
張
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
植

民
地
支
配
下
の
ア
ジ
ア
の
現
状
認
識
で
あ
り
、
同
時
代
の
イ
ン
ド
美
術
研
究
者

の
国
民
主
義
的
心
情
と
じ
か
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
系
譜
に
は
、

同
書
を
校
閲
し
て
序
文
を
寄
せ
た
シ
ス
タ
ー
・
ニ
ヴ
エ
デ
ィ
l
タ
(
一
八
六
七

ー
一
九
二
年
)
の
み
な
ら
ず
、
ア
l
ネ
ス
ト
・
ハ
ヴ
エ
ル
(
一
八
六
四
i

一

九
三
七
年
)
や
、
天
心
の
没
後
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
イ
ン
ド
部
門
に
着
任
す
る
ア

ナ
ン
ダ
・
ク
l
マ
ラ
ス
ワ
l
ミ
l
(
一
八
七
七

l
一
九
四
三
年
)
ら
に
至
る
学

者
た
ち
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
架
空
の
有
機
体
」
た
る

「
東
洋
」
に
、
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
オ
ン
(
一
八
八
一
ー
ー
一
九
四
三
年
)
と
い
っ

た
両
大
戦
間
の
学
者
に
し
て
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
同
時
代
知
識
人
は
、
西
洋
と

東
洋
を
包
含
し
た
世
界
美
術
史
の
構
想
を
育
む
契
機
を
見
い
だ
す
。
だ
が
そ
の

一
方
で
、
天
心
の
「
東
洋
」
構
想
は
、
繁
明
期
の
日
本
の
東
洋
美
術
史
学
に
あ

っ
て
は
、
自
ら
の
学
問
基
盤
の
い
わ
ば
忌
避
す
べ
き
出
産
外
傷
と
し
て
、
天
心

死
没
以
来
、
瀧
精
一
・
大
村
西
崖
・
伊
東
忠
太
ら
に
よ
っ
て
ひ
た
す
ら
忌
避
・

抑
圧
さ
れ
て
き
た
。

加
え
て
、
日
本
の
尺
度
を
逸
脱
し
た
こ
の
よ
う
な
天
心
の
視
野
の
広
大
ゆ
え

に
、
没
後
二
十
年
を
経
て
、
そ
の
思
想
が
大
東
亜
共
栄
圏
の
思
想
的
後
ろ
盾
に

か
つ
ぎ
出
さ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
る
。
昭
和
十
年
代
、
二
・
二
六
事
件
に
騒
然

と
す
る
世
相
の
下
で
初
め
て
、
天
心
の
主
要
著
作
が
よ
う
や
く
日
本
語
で
全
集

と
し
て
編
纂
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
は
、
天
心
生
前
未
刊
行
の
「
我
ら
は
ひ

と
つ
」
が
加
わ
る
。
元
来
タ
ゴ

l
ル
兄
弟
ら
イ
ン
ド
の
知
識
人
た
ち
と
の
討
論

を
媒
介
に
、
一
九

O
二
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
執
筆
さ
れ
た
天
心
の
遺
稿
は
、
満

州
事
変
下
の
「
時
局
」
に
及
ん
で
発
掘
さ
れ
、
一
九
三
八
年
日
本
語
訳
と
し
て

復
活
し
、
「
皇
紀
二
千
六
百
年
祝
賀
」
前
夜
に
「
東
洋
の
覚
醒
』
と
題
し
て
出

版
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
超
国
家
主
義
者
・
天
心
像
」
が
形
成
さ
れ
る
。
だ
が
そ

う
し
た
暗
黙
の
脈
絡
は
、
ま
だ
十
分
に
発
掘
さ
れ
尽
く
し
た
と
は
言
い
難
い
。

「
岡
倉
天
心
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
展
」
が
、
従
来
の
天
心
像
の
刷
新
と
、
日

本
列
島
の
枠
を
越
え
た
知
性
の
感
応
の
一
的
と
し
て
、
二
十
世
紀
精
神
史
を
読
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み
直
す
切
っ
掛
け
を
提
供
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
。
(
2
)

[
注
]

(
1
)

拙
稿
「
《
他
者
》
と
し
て
の
「
美
術
」
と
、
「
美
術
」
の

〈
他
者
V

と
し
て
の

「
日
本
」
|
|
美
術
の
定
義
を
め
ぐ
る
文
化
摩
擦
」
島
本
涜
・
加
須
屋
誠
編

『
美
術

史
と
他
者
』
晃
洋
書
房
、
二

O
O
O年
、
参
照
。

(
2
)

こ
う
し
た
脈
絡
に
閲
し
て
は
、
別
途
公
刊
し
た
拙
論
で
詳
細
に
触
れ
た
。
「型

念
と
し
て
の
ア
ジ
ア
|
|
岡
倉
天
心
と
東
洋
美
術
の
構
想
、
そ
し
て
そ
の
顛
末
」

『国
文
学
』
二

O
O
O年
七
月
号
・
八
月
号
参
照
。

[
展
覧
会
お
よ
び
カ
タ
ロ
グ
・
デ
ー
タ
]

一
九
九
八
年
十
月
1

一

「
同
倉
天
心
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
」
展
。
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、

九
九
年
三
月
。

図
録
は
一
九
九
八
年
十
月
二
十
三
日
発
行
。
編
集
・
発
行
は
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
。

執
筆
者
H
あ
い
さ
つ
一
小
倉
忠
夫
、
マ
ル
コ
ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
山
脇
佐

江
子
、
エ
ッ
セ
イ
/
作
品
解
説
一
呉
問
、
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
l
ス
、
エ
ミ
コ
・

K
-

ウ
ス
イ
、
山
口
静
て
編
集
H

山
脇
佐
江
子
、
坂
本
伸
子
、
山
田
真
規
子
、
佐
藤
仁
美

(
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
学
芸
部
)
。
総
頁
数
二
百
三
十
九
。
文
献
書
誌
お
よ
び
参
考
資
料

を
除
き
、
日
本
語
・
英
語
二
か
国
語
表
記
。
英
文
表
題
は
。

w
m
-
2
3
4
8島
5
m百
円
ご
宮

冨

5
2
g
民
自
ロ
由
〉
ユ
タ
回

g
gロ・

「
イ
リ
ヤ
・
カ
バ
コ
フ
展

シ
ャ
ル
ル
・
ロ
l
ゼ
ン
タ

l
ル
の
人
生
と
創
造
」

三

浦

俊

彦

イ
リ
ヤ
・
カ
パ
コ
フ
(
一
九
三
三

1

)
と
い
う
芸
術
家
の
名
を
、
私
は
聞

い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
・
ロ

l
ゼ
ン
タ
l
ル
(
一
八
九
人
j

一
九

三
二
)
と
い
う
芸
術
家
の
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
ロ

l
ゼ
ン
タ
ー

ル
を
知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
教
養
不
足
と
は
無
関
係
だ
。
シ
ャ
ル
ル
・
ロ

l
ゼ

ン
タ
l
ル
と
は
、
九
七
年
に
来
日
し
て
水
戸
芸
術
館
を
下
見
し
た
カ
パ
コ
フ
が
、

水
戸
芸
術
館
の
空
間
構
成
に
合
わ
せ
て
構
想
し
た
、
架
空
の
画
家
な
の
で
あ
る
。

こ
の
「
イ
リ
ヤ
・
カ
バ
コ
フ
展
シ
ヤ
ル
ル
・
ロ

l
ゼ
ン
タ
l
ル
の
人
生
と
創

造
」
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
生
ま
れ
の
夫
逝
の
画
家
ロ
l
ゼ
ン
タ
l
ル
が
遺
し
た
ス

ケ
ッ
チ
、
絵
画
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
「
キ
ユ
レ
l
タ
l
」
で
あ
る
イ
リ
ヤ
・
カ

バ
コ
フ
が
取
り
ま
と
め
企
画
し
た
回
顧
展
、
と
い
う
設
定
の
、
い
わ
ば
虚
構
の

美
術
展
な
の
で
あ
る
。

水
戸
芸
術
館
を
見
て
閃
い
た
構
想
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
展
覧
会
の
た

め
の
新
作
で
あ
る
。
第
一
室
に
は
ロ

l
ゼ
ン
タ
l
ル
が
十
代
の
頃
の
習
作
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
や
ス
ケ
ッ
チ
、
第
二
室
に
は
ロ

l
ゼ
ン
タ
l
ル
が
美
術
学
校
時
代
に

学
ん
だ
マ
レ
l
ヴ
ィ
チ
の
影
響
下
に
シ
ユ
プ
レ
マ
テ
イ
ズ
ム
的
表
現
と
旧
具
象

的
表
現
を
組
み
合
わ
せ
た
模
索
的
絵
画
。
第
三
室
で
は
ロ
ン
ド
ン
や
カ
ル
カ
ツ

タ
で
の
見
聞
を
描
い
た
大
画
面
の
カ
ン
バ
ス
裏
に
電
球
を
仕
掛
け
、
ち
ょ
う
ど

駅
前
に
見
か
け
る
案
内
地
図
の
よ
う
に
、
鑑
賞
者
が
手
前
の
解
説
風
文
章
の
ボ

- 144-




